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政令指定都市として全国初、静岡市で「二地域居住先導的プロジェクト」が始動 

～首都圏企業社員 15名が「第二の所属先」を探す越境学習に挑戦～ 
 
 

１．要旨・目的 

・「静岡市二地域居住促進コンソーシアム」（代表者：株式会社静岡銀行、構成員：株式会社アドレス、静岡市、

静岡県）は、 国土交通省が推進する「二地域居住先導的プロジェクト実装事業」に政令指定都市として全国

で初めて採択されました。 

・これを受け、首都圏企業に所属する社員が地域との継続的な関わりを築き、自身のスキルを活かせる「第二の

所属先」を見つけることを目指す「静岡市二地域居住越境学習プログラム」を実施します。 

・静岡市は、首都圏から新幹線で約 1 時間という交通利便性に加え、充実した生活環境や豊かな自然を有し、

テレワークやワーケーションの拠点としても活用されています。一方で、短期滞在に留まり、地域との交流や継

続的な関係構築に至らないケースも多く、移住や二地域居住の促進に向けては、「滞在」から「交流」へつなげ

る仕組みづくりが課題となっています。 

・本プログラムでは、対象社員が静岡市内で地域活動や地域企業との交流を体験し、自らの経験やスキルを地

域で活かせる役割を見出すことで、二地域居住や将来的な移住につなげることを目指します。 

・また、移住・二地域居住への移行・定着に向けて、副業・起業・事業承継などを通じた地域企業との接点づくり

や、仕事・住まい・コミュニティに関するサポート体制の整備を進め、地域企業との継続的な関係づくりを支援

するとともに、地域の担い手確保につなげます。 

 

２．プログラム概要 

区 分 内 容 

初回プログラム ①オリエンテーション ②現地研修(１泊２日) ③事後研修 ④アンケート 

リピーター現地研修 初回プログラム後、参加者と受入企業の双方の希望により実施（2026年 11～12月） 

オンライン成果発表会 参加者・受入企業・関係者により実施（2027年１月） 
 

３．初回プログラム現地研修の概要 
区 分 内 容 

日  程 全 3 回実施（2026 年 8 月、9 月、10月） ※詳細は別紙参照 

場  所 静岡市内（用宗・蒲原エリア等） 

参 加 者 首都圏企業に所属する社員 15 名 

受入企業 静岡市内企業 ８社 

研修内容 

静岡市の二地域居住促進の取組／用宗・蒲原エリア等でのまちあるき／地域企業・地

域キーパーソンとの交流／受入企業による事業紹介・経営課題の共有／副業・協業可

能性に関する意見交換／参加者による振り返り、今後のアクション検討 

 ※初回プログラムにおける現地研修は取材をお受けします。 
取材を希望される場合は、下記のお問合せ先まで事前にご連絡ください。 

 

４．専用Webサイト・お問い合わせ先 

専用 Web サイト 静岡市二地域居住越境学習プログラム (https://address.love/shizuoka) 

お問い合わせ先 株式会社静岡銀行 地方創生部（佐藤・小鍋） 電話 054－345－9170 

 

NEWS RELEASE 
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（別紙） 

＜プログラム全体構成＞ 

 

 

＜初回プログラムの流れ（４ステップ）＞ 

 
 

＜開催日程＞ 

 

01 
INITIAL 

初回プログラム 

対象：初回参加者（全員）    3回 1式（オンライン 2回 + 現地 1回） 

オリエンテーション  1泊 2日の現地研修  事後研修  アンケート 

02 
REPEATER 

リピーター プログラム 

対象：初回参加経験者    自由形式・各自で日程設定 

1泊 2日の現地研修で、地域活動／副業マッチングの実践フェーズへ 

03 
SHOWCAS

オンライン成果発表会 

対象：参加者全員    1回（年度末） 

プログラムを通した活動を発表・共有し、関係性を持続させる 

1 

Day 1 
ONLINE 

オリエンテーション 

講師・静岡市・副業候補

企業の紹介。地域副業／

起業についてのディス

カッション。 

2 

Day 2-3 
ON-SITE 

1 泊 2 日現地研修 

ADDress拠点に滞在。市

内企業・店舗視察、地域

活動参加、キーパーソン

との交流会、副業先現地

調査。 

3 

Day 4 
ONLINE 

事後研修 

現地研修の感想・意見交

換と「今後のアクション」

の発表。 

4 

After 
SURVEY 

オンラインアンケート 

プログラム内容と体験に

関する評価を回収・分析

し、次回プログラムへ反

映。 



＜第１回 初回プログラム 現地研修のスケジュール＞ 

１日目 ８月 21日（金） 

 
 

２日目 ８月 22日（土） 

 

時間 プログラム 場所 内容 

11:25 幸八 に現地集合 幸八 各自、用宗漁港にある幸八に現地集合。 

11:30 ウェルカムランチ 幸八 
地元食材を活かした昼食、参加者の自己

紹介 

12:30 オープニング・趣旨説明 PORTO 
原田未来氏より「越境のフレーム」レク

チャー 

13:30 視察先企業へ移動 
PORTO→ 

市内企業 

現地へ移動 

（参加者には現地研修前に受入企業を共有） 

14:30 視察先企業 市内企業 受入企業側で対応。業務の現場を体感 

16:30 用宗へ移動、チェックインへ 
市内企業→ 

滞在場所へ 

「自分の越境テーマ」を 1 人ずつ言語化

するワーク 

20:30 ふりかえりセッション 
ADDress 

用宗 B 邸 

1 日目の気づきの共有、翌日への問いの

設計 

21:30 自由時間・就寝 
用宗 B 邸/ 

蒲原 B 邸 etc 

夜の地域散策、ナイトキャップ等は任意

参加 

18:00 キーパーソン交流会 PORTO 
市内経営者・地域プレイヤーとの交流

ディナー 

時間 プログラム 場所 内容 

08:00 朝食・チェックアウト 
ADDress 

用宗 B 邸 
朝ラーなど。 

09:30 まちあるきツアー 
用宗漁港エリ

ア 
漁港・カフェ・蔵元など地域経営者を訪問 

11:30 移動 
用宗漁港エリ

ア 
ADDress 拠点から蒲原エリアへ移動 

12:00 ローカルランチ かえるの庭 
地域食材を活かしたランチ＆カジュアル 

交流 

13:30 蒲原エリア視察 
蒲原 商店街・

宿場町 

旧東海道の街並みを歩き、地域の歴史と 

現在を学ぶ 

15:00 クロージング会場へ移動 蒲原エリア 蒲原 B 邸へ 

15:30 クロージング・記念撮影 蒲原 B 邸 全員で振り返り、所感共有、集合写真 

16:30 静岡駅へ移動 
用宗駅→  

静岡駅 
各自、静岡駅に集合 

17:30 静岡駅発・解散 JR 静岡駅 ひかり号で東京駅へ。新幹線内は自由 


